
京セラ株式会社の事業適応計画のポイント

・当社は、クレイ型リチウムイオン蓄電池の量産体制を速やかに整え、住宅用ESS（蓄電システム）市場への供給能力を高める
ことで国内のCO2排出量削減に貢献していきます。

令和4年５月１８日

１．事業適応計画の実施期間
2022年4月～2025年3月

２．新需要開拓目標
他商品取引のあるハウスメーカーやチェーン店にクレイ型蓄
電システムの販売を開始しており、事業適応後に着実に住
宅用ESSの販路を確保するとともに、BtoBビジネス、産業
用用途にも商品展開し、国内脱炭素化に貢献することを
目標とする。

３．前向きな取組の内容
クレイ型蓄電池の量産体制を速やかに整え、市場への供
給能力を高めることで普及を促進する

４．支援措置
税制措置（カーボンニュートラルに向けた投資促進税制）

＜取組の内容のイメージ＞


